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（７）植物群落の種類 

山地を中心に実施した植生調査の結果、確認した植物群落を解析した。 

なお、山地は大部分が植林帯だが、沢沿い、岩稜地などでは自然林が見られる。植林

地には炭焼き釜跡が残っていることから、かつては落葉樹が多かったと考えられる。 

①群落群集の種類 

環境省統一凡例（植生区分・大区分一覧表）及び「東京都現存植生図 2007 年版」の

凡例を参考に、あきる野市の実情に照らし合わせ分類表を作成した。 

 

群落群集分類表 

 

 

 

 

 

イヌブナ群落 モミ－イヌブナ群集

落葉広葉樹二次林 ミズナラ群落 ミズナラ－クリ群集

山地渓谷林 サワグルミ群落 シオジ－ミヤマクマワラビ群集

山地渓谷林 フサザクラ群落 フサザクラ－タマアジサイ群集

河畔林 ケヤキ群落 ケヤキ－イロハモミジ群集

落葉広葉樹二次林 コナラ群落 コナラ－クリ群集

常緑広葉樹の多いケヤキ林 シラカシ群集－ケヤキ亜群集ヤブソテツ変群集

落葉広葉樹二次林 クヌギ群落 コナラ－クヌギ群集

河畔林 オニグルミ群落

河畔林 タチヤナギ群落

低木林 ヌルデ群落

低木 タラノキ－クサイチゴ群落他

草本 タケニグサ群落他

モミ－シキミ群集

ケヤキ群集モミ亜群集

ツガ群落 ツガ－ミツバツツジ群集

アカマツ群落 アカマツ－ヤマツツジ群集

スギ・ヒノキ植林

外国産針葉樹植林 テーダマツ植林

山地砂防植林、河畔林 ハリエンジュ（ニセアカシア）群落

果樹園 クリ・ウメ等

竹林 モウソウチク林

タケ・ササ群落 アズマネザサ群落

山地二次草原 ススキ－マルバハギ群落

多年生広葉草本群落 クズ群落他 カナムグラ－クズ群集他

単子葉草本群落 ススキ－チガヤ群落他 ススキ群落

河辺植生 オギ群落、ヨシ群落、ツルヨシ群落

畑・放棄畑雑草群落 ニシキソウ－カラスビシャク群落、ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落他

水田・放棄水田雑草群落 ウリカワ－コナギ群集、ミゾソバ群落他

路傍雑草群落・踏跡群落 ヨモギ－ユウガギク群集他 カゼグサ－チカラシバ群落

人工シバ草地 シバ群落

緑化法面草地 オニウシノケグサ群落他

その他 樹群を持った公園、墓地、自然裸地、水面、造成地、採石地、市街地等

植林

草本群落

モミ群落

小区分大区分

落葉広葉樹林

伐採跡地群落

針葉樹林
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◇モミ－イヌブナ群集 

奥多摩山地では、標高 700～1,000m にかけて分布している群集で、市内では規模

は小さいが、沢を上り詰めて尾根に出る途中でよく見かける。イヌブナのほかに、アワ

ブキ、クマシデ、アオハダ、コアジサイなどが多く、常緑樹は少ない。 

◇フサザクラ－タマアジサイ群集 

奥多摩山地では、標高 300～1,200m までの沢沿いに分布し、市内でも小規模なが

ら丘陵地でも散見し、山地の谷頭近くまで見られる。フサザクラは、大径木が少ない。

これは、沢沿いの不安定な場所にあり、大きくなる前に倒れてしまうためであると考え

られる。 

低木層はタマアジサイが優占し、チドリノキ、コクサギ、アブラチャンなども含まれ

るが、堰堤上の土砂の堆積した平坦地に大きな群落となっている所もある。 

オオバアサガラ、オニイタヤなどが優占する林もあり、御岳沢の谷頭部の標高 900m

付近ではオオバアサガラ亜群集を確認した。直径約 25cm、高さ約 25m のオオバアサ

ガラがあり、この種としては大径木である。フサザクラは、亜高木層と低木層にわずか

にあるのみで、低木層はキブシ、アブラチャン、チドリノキが占めている。草本層には

シオジ－ミヤマクマワラビ群集の識別種のミヤマクマワラビがある。 

◇シラカシ群集－ケヤキ亜群集ヤブソテツ変群集（ケヤキ－ヤブソテツ群集） 

市内では、秋川や平井川の河岸段丘に見られ、また、盆堀川やその上流域でも確認で

きる。 

盆堀川支流の石津窪の林分では、標高 400m で高木層にケヤキ、アラカシが優占し、

亜高木層にアラカシ、ヤブツバキが優占している。また、イヌガヤ、マルバウツギ、ヤ

ブソテツなどヤブソテツ変群集の構成種が多い。 

横沢入地区では、標高 270m の尾根近くの傾斜面にケヤキ亜群集がある。高木層にケ

ヤキ、ムクノキ、エノキが優占し、亜高木層にアラカシ、シラカシが優占する。草本層

もジャノヒゲ、ヤブラン、ヤブコウジなどがあり、典型的なケヤキ亜群集に近い。 

◇モミ林（モミ－シキミ群集またはケヤキ群集モミ亜群集） 

スギ、ヒノキなどの植林地の所々にモミ林が残されているが、いずれも小規模である。

高明山（光明山）南側尾根の中腹、標高 410m には、市内で最も広大と思われるモミ林

があり、モミは高さ約 32m、平均直径約 70cm であった。高木層にモミ、コナラが優

占し、亜高木層、低木層にアラカシが優占している。カヤ、イヌガヤ、ツクバネガシな

ど、モミ－シキミ群集の構成種も含まれている。さらにアセビ、ウリカエデ、ヤマツツ

ジなど、モミ亜群集の構成種が多い。  

◇コナラ－クリ群集 

この群集は、丘陵地から標高 700m ぐらいまでの山地に成立する群集である。 

市内では、八王子市境の舟子尾根に多く存在する。標高 520m で調査した林分では、

高木層はコナラが優占し、亜高木層にムラサキシキブ、マルバアオダモ、ヤマウルシが

あり、低木層は、コアジサイが優占し、アブラチャン、バイカツツジ、ミヤマシキミが

自生している。この地域は、構成種から山地に多い典型亜群集と考えられる。 
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樹種 所在 

秋川市の文化財（1972 年） 今回の調査 

目通り幹囲

（㎝） 

1972 年の推定される直径

（㎝） 

2011 年の直径 

（㎝） 

サカキ 
正勝神社 

（菅生地区） 
154.53 49 49 

スギ 
秋川神明社 

（牛沼地区） 
396.93 126 135 

ケヤキ 
熊野神社 

（小川地区） 
679 216 

210 

（材は朽ちている） 

カゴノキ＊1 
地蔵院 

（雨間地区） 
396.93 126 131 

タブノキ＊2 
慈勝寺 

（草花地区） 
410 131 150 

＊1、＊2：「秋川市の文化財」では「イヌグス（ナンジャモンジャ）」として掲載 

 

現在、あきる野市が指定している保存緑地（樹木）の内、指定当時直径１m 以上の巨

木の数は 20本である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

樹種 数（本） 

ケヤキ 4 

スギ 6 

ヒノキ 1 

ヤマザクラ 2 

カヤ 1 

トチノキ 1 

スダジイ 1 

ウラジロガシ 1 

ソメイヨシノ 1 

クスノキ 1 

タブノキ 1 

巨木（保存緑地（樹木））の内訳 
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樹種 
直    径（㎝） 

計 
未計測 ～50 51～60 61～70 71～80 81～90 91～100 101≧ 

ツガ    1     1 

ヤマザクラ   1 1     2 

カスミザクラ    1     1 

アカシデ  1       1 

オニイタヤ  1   1    2 

クマノミズキ  1       1 

シロダモ  1       1 

コナラ    1 1    2 

ミズナラ 1        1 

ブナ 1 1  2 1    5 

ハリギリ   1 1     2 

ヤマトアオダモ   1      1 

イタヤカエデ     1    1 

イヌシデ 1  1      2 

合 計 5 5 23 54 27 19 3 7 143 

※樹木数は枯損木を含む。 

※「未計測」は、急傾斜地等で測定が困難であった場所の樹木について目視で存在を確認したものである。 

 

（９）確認された植物 

①植物リスト 

3 年間の調査で確認された植物を次のとおり示す。 

リスト作成に当たっては、平成 18（2006）年からあきる野市の植物調査を実施し

ている奥田重俊氏（横浜国立大学名誉教授）の資料も参考にしている。 

今回の調査では、約 1,500 種の植物が確認され、帰化植物約 250 種、栽培植物 20

種、特定外来生物に指定された植物 6 種が確認された。また、「東京都の保護上重要な

野生生物種（本土部）〜東京都レッドリスト〜2010 年版」（東京都環境局）において、

西多摩地区の希少種とされているものが約 200 種確認されており、その他にも市域に

おいて希少と考えられる植物が確認された。 

希少種は、かつてから数が少ないものもあるが、希少植物となった原因は主に、土地

利用転換による草地の減少、生育環境の消失、草刈り・除草（除草剤散布を含む）によ

るもの、採取・盗掘によるものなどが考えられる。 

次に調査結果のリストを示すが、希少種については、市内では比較的個体数が多い、

簡単に持ち去ることができないなどの種を除き、保全の観点から、原則非公開とする。 

◇凡例  

※該当するものに○ 

帰化 国内外から人為的に持ち込まれた植物で野生状態になったもの 

栽培 スギ、ヒノキなどの栽培植物 

特定外来 特定外来生物に指定されている植物 
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帰化 栽培 特定外来

イッポンワラビ

イヌガンソク

イヌワラビ

イワデンダ

オオヒメワラビ

キヨタキシダ

クサソテツ

コウヤワラビ

シケシダ

シケチシダ

セイタカシケシダ

ニシキシダ

ヌリワラビ

ノコギリシダ

ハクモウイノデ

ハコネシケチシダ

ヒロハイヌワラビ

フクロシダ

ヘビノネゴザ

ヘビヤマイヌワラビ

ホソバシケチシダ

ミヤマシケシダ

ヤマイヌワラビ

ノキシノブ

ヒメノキシノブ

ビロードシダ

マメヅタ

ミツデウラボシ

イチョウ ○

アカマツ

カラマツ ○

クロマツ ○

ツガ

テーダマツ ○

モミ

スギ ○

アスナロ ○

サワラ ○

ネズ

ヒノキ ○

イヌガヤ

スギ科

ヒノキ科

イヌガヤ科

イチイ科

ウラボシ科

イチョウ科

マツ科

植物名 帰化 栽培 特定外来

カヤ

オニグルミ

サワグルミ

アカメヤナギ

イヌコリヤナギ

オノエヤナギ

カワヤナギ

シダレヤナギ ○

タチヤナギ

ネコヤナギ

バッコヤナギ

ヤマナラシ

アカシデ

アサダ

イヌシデ

ウダイカンバ

オオバヤシャブシ

オノオレカンバ

クマシデ

ケヤマハンノキ

サワシバ

シラカバ

ツノハシバミ

ハンノキ

ミズメ

ミヤマヤシャブシ

ヤシャブシ

ヤマハンノキ

アラカシ

イヌブナ

ウラジロガシ

オオツクバネガシ

カシワ

クヌギ

クリ

コナラ

シラカシ

スダジイ

ツクバネガシ

ブナ

マテバシイ ○

ミズナラ

エゾエノキ

ヤナギ科

カバノキ科

ブナ科

ニレ科

クルミ科

植物名
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帰化 栽培 特定外来

シロザ

ホソバアカザ ○

イヌビユ ○

ヒカゲイノコズチ

ヒナタイノコズチ

ホソアオゲイトウ ○

ホナガイヌビユ ○

コブシ

ホオノキ

サネカズラ

マツブサ

シキミ

アブラチャン

カゴノキ

クスノキ ○

クロモジ

シロダモ

タブノキ

ダンコウバイ

ニッケイ ○

ヤブニッケイ

ヤマコウバシ

ヤマグルマ

フサザクラ

カツラ

アキカラマツ

イチリンソウ

イヌショウマ

ウマノアシガタ

オオバショウマ

キツネノボタン

クサボタン

ケキツネノボタン

コボタンヅル

サラシナショウマ

セリバヒエンソウ ○

センニンソウ

タガラシ

ニリンソウ

フサザクラ科

カツラ科

キンポウゲ科

モクレン科

マツブサ科

シキミ科

クスノキ科

ヤマグルマ科

ヒユ科

植物名 帰化 栽培 特定外来

ハンショウヅル

ボタンヅル

ヤマトリカブト

ナンテン ○

ヒイラギナンテン ○

ホソバヒイラギナンテン ○

メギ

アケビ

ゴヨウアケビ

ミツバアケビ

ムベ ○

アオツヅラフジ

ツヅラフジ

ドクダミ

センリョウ ○

ヒトリシズカ

フタリシズカ

カンアオイ

フタバアオイ

キウイフルーツ ○

サルナシ

マタタビ

サカキ ○

チャノキ ○

ナツツバキ

ヒサカキ

モッコク ○

ヤブツバキ

オトギリソウ

コケオトギリ

コゴメバオトギリ ○

アツミゲシ ○

クサノオウ

シラユキゲシ ○

ジロボウエンゴサク

タケニグサ

ナガミヒナゲシ ○

ミヤマキケマン

オトギリソウ科

ケシ科

ドクダミ科

センリョウ科

ウマノスズクサ科

マタタビ科

ツバキ科

メギ科

アケビ科

ツヅラフジ科

植物名
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帰化 栽培 特定外来

ビワ ○

フユイチゴ

ヘビイチゴ

マメザクラ

マルバシャリンバイ ○

ミツバツチグリ

ミツモトソウ

ミヤマザクラ

ミヤマフユイチゴ

モミジイチゴ

ヤブヘビイチゴ

ヤマザクラ

ヤマテリハノイバラ

ヤマナシ

ヤマブキ

ユキヤナギ

ワレモコウ

アレチヌスビトハギ ○

イタチハギ ○

イヌエンジュ

ウマゴヤシ ○

オオバタンキリマメ

カスマグサ

カラメドハギ

カワラケツメイ

キハギ

クズ

クララ

ケヤブハギ

ゲンゲ ○

コマツナギ

コメツブツメクサ ○

サイカチ

ジャケツイバラ

シロツメクサ ○

スズメノエンドウ

ツクシハギ

ツルフジバカマ

ツルマメ

トキリマメ

ナヨクサフジ ○

ナンテンハギ

ハリエンジュ ○

ヌスビトハギ

ネコハギ

ネムノキ

ノササゲ

植物名

マメ科

帰化 栽培 特定外来

ハイメドハギ

フジ

フジカンゾウ

フジキ

マルバヌスビトハギ

マルバハギ

マルバヤハズソウ

ミヤコグサ

ミヤマタニワタシ

ムラサキツメクサ ○

メドハギ

ヤハズエンドウ

ヤハズソウ

ヤブツルアズキ

ヤブハギ

ヤブマメ

ヤマハギ

ユクノキ

アカカタバミ

イモカタバミ ○

エゾタチカタバミ

オッタチカタバミ ○

カタバミ

ベニカタバミ ○

ムラサキカタバミ ○

アメリカフウロ ○

ゲンノショウコ

ヒメフウロ ○

ミツバフウロ

アカメガシワ

エノキグサ

オオニシキソウ ○

コニシキソウ ○

コミカンソウ

シラキ

タカトウダイ

トウゴマ ○

トウダイグサ

ナガエコミカンソウ ○

ナツトウダイ

ヒトツバハギ

ヒメミカンソウ

ユズリハ

カタバミ科

フウロソウ科

トウダイグサ科

ユズリハ科

ミカン科

植物名
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  帰化 栽培 特定外来

アキグミ

ツルグミ

ナツグミ

ナワシログミ

イイギリ

アオイスミレ

アカネスミレ

アケボノスミレ

アメリカスミレサイシン ○

アリアケスミレ

エイザンスミレ

オカスミレ

ケマルバスミレ

コスミレ

コミヤマスミレ

スミレ

タカオスミレ

タチツボスミレ

ツボスミレ

ナガバノスミレサイシン

ニオイスミレ ○

ニオイタチツボスミレ

ノジスミレ

ヒカゲスミレ

ヒナスミレ

ヒメスミレ

フモトスミレ

マルバスミレ

キブシ

シュウカイドウ ○

アマチャヅル

アレチウリ ○ ○

カラスウリ

キカラスウリ

スズメウリ

キカシグサ

ヒメミソハギ

ホソバヒメミソハギ ○

ミソハギ

アカバナ

ウリ科

ミソハギ科

アカバナ科

グミ科

イイギリ科

スミレ科

キブシ科

シュウカイドウ科

植物名 帰化 栽培 特定外来

イワアカバナ

ウシタキソウ

オオマツヨイグサ ○

コマツヨイグサ ○

タニタデ

チョウジタデ

ヒルザキツキミソウ ○

ミズタマソウ

メマツヨイグサ ○

ヤマモモソウ ○

ユウゲショウ ○

ユウゲショウ（白花品） ○

アリノトウグサ

オオフサモ ○ ○

ウリノキ

アオキ

クマノミズキ

ハナイカダ

ミズキ

ヤマボウシ

ウド

オカウコギ

カクレミノ ○

キヅタ

コシアブラ

タカノツメ

タラノキ

トチバニンジン

ハリギリ

ミヤマウコギ

ヤツデ

ヤマウコギ

ウシミツバ

ウマノミツバ

オオチドメ

オオバチドメ

オヤブジラミ

カノツメソウ

シシウド

シャク

シラネセンキュウ

セリ

セントウソウ

植物名

ミズキ科

ウコギ科

セリ科

アリノトウグサ科

ウリノキ科
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  帰化 栽培 特定外来

マメアサガオ ○

マルバアサガオ ○

マルバルコウ ○

オニルリソウ

キュウリグサ

ハナイバナ

ヒレハリソウ ○

ヤマルリソウ

アレチハナガサ ○

イワダレソウ ○

カリガネソウ

クサギ

コムラサキ ○

ムラサキシキブ

ヤナギハナガサ ○

ヤブムラサキ

アワゴケ

アキノタムラソウ

イヌコウジュ

イヌゴマ

イヌトウバナ

ウツボグサ

エゴマ ○

オウギカズラ

オドリコソウ

オランダハッカ ○

カキドオシ

カメバヒキオコシ

キバナアキギリ

キランソウ

クルマバナ

コバノタツナミ

シソ ○

シモバシラ

ジャコウソウ

ジュウニヒトエ

セキヤノアキチョウジ

タツナミソウ

ツルニガクサ

テンニンソウ

トウバナ

ナギナタコウジュ

ナツノタムラソウ

ニガクサ

植物名

ムラサキ科

クマツヅラ科

アワゴケ科

シソ科

帰化 栽培 特定外来

ハッカ

ヒメオドリコソウ ○

ヒメジソ

フトボナギナタコウジュ

ホトケノザ

マルバハッカ ○

ミヤマナミキ

メハジキ

ヤマタツナミソウ

ヤマトウバナ

ヤマハッカ

ラショウモンカズラ

レモンエゴマ

アメリカイヌホオズキ ○

イヌホオズキ ○

オオセンナリ ○

クコ

ケチョウセンアサガオ ○

センナリホオズキ ○

タマサンゴ ○

テリミノイヌホオズキ ○

ハシリドコロ

ハダカホオズキ

ヒヨドリジョウゴ

ホオズキ ○

マルバノホロシ

ヤマホロシ

ワルナスビ ○

フサフジウツギ ○

フジウツギ

アゼトウガラシ

アゼナ

アメリカアゼナ ○

ウリクサ

オオイヌノフグリ ○

オオカワヂシャ ○ ○

カワヂシャ

キリ ○

クワガタソウ

コシオガマ

タケトアゼナ ○

タチイヌノフグリ ○

ツタバウンラン ○

トキワハゼ

ハナウリクサ ○

植物名

ナス科

フジウツギ科

ゴマノハグサ科
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  帰化 栽培 特定外来

キッコウハグマ

キツネアザミ

キバナコスモス ○

ケムラサキニガナ

コウゾリナ

コウヤボウキ

コウリンタンポポ ○

コオニタビラコ

コシロノセンダングサ ○

コセンダングサ ○

コメナモミ

コヤブタバコ

サジガンクビソウ

サワギク

サワヒヨドリ

ジシバリ

シュウブンソウ

シラヤマギク

シロバナタンポポ

シロヨメナ

セイタカアワダチソウ ○

セイヨウタンポポ ○

セイヨウノコギリソウ ○

センボンヤリ

タカアザミ

タカサブロウ

タチチチコグサ ○

タムラソウ

ダンドボロギク ○

チチコグサ

チチコグサモドキ ○

ツワブキ ○

テバコモミジガサ

トキンソウ

トゲチシャ ○

トネアザミ

ナガバノコウヤボウキ

ナルトサワギク ○ ○

ニガナ

ヌマダイコン

ノアザミ

ノゲシ

ノコンギク

ノニガナ

ノハラアザミ

ノブキ

ノボロギク ○

ハキダメギク ○

植物名 帰化 栽培 特定外来

ハナガサギク ○

ハナニガナ

ハハコグサ

ハルジオン ○

ハルシャギク ○

ハンゴンソウ

ヒメガンクビソウ

ヒメジョオン ○

ヒメムカシヨモギ ○

ヒメヨモギ

ヒヨドリバナ

ヒレアザミ

ヒロハホウキギク ○

フキ

フクオウソウ

ブタクサ ○

ブタナ ○

フランスギク ○

ベニバナボロギク ○

ヘラバヒメジョオン ○

ペラペラヨメナ ○

ホウキギク ○

ホソエノアザミ

ホソバガンクビソウ

ミツバオオハンゴンソウ ○

ミヤマヤブタバコ

メタカラコウ

メナモミ

モミジガサ

ヤクシソウ

ヤブタバコ

ヤブタビラコ

ヤブレガサ

ヤマニガナ

ユウガギク

ヨモギ

リュウノウギク

オモダカ

ヘラオモダカ

コカナダモ ○

アイノコイトモ

ヤナギモ

アマナ

イワギボウシ

ヒルムシロ科

ユリ科

植物名

オモダカ科

トチカガミ科
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  帰化 栽培 特定外来

スズメノチャヒキ

スズメノテッポウ

スズメノヒエ

セイバンモロコシ ○

セトガヤ

タイヌビエ

タチカモジグサ

タチネズミガヤ

タツノヒゲ

チガヤ（フシゲチガヤ）

チカラシバ

チゴザサ

チョウセンガリヤス

ツルスズメノカタビラ ○

ツルヨシ

ドジョウツナギ

トダシバ

トボシガラ

ナガハグサ ○

ナギナタガヤ ○

ナルコビエ

ニコゲヌカキビ ○

ニセシラゲガヤ ○

ニワホコリ

ヌカキビ

ヌカボ

ヌメリグサ

ネズミガヤ

ネズミノオ

ネズミムギ ○

ノガリヤス

ノハラスズメノテッポウ

ハイコヌカグサ

ハイヌメリ

ハチク ○

ハルガヤ ○

ヒエガエリ

ヒメイヌビエ

ヒメコバンソウ ○

ヒメノガリヤス

ホウキヌカキビ ○

ホソムギ ○

マダケ ○

ミゾイチゴツナギ

ミチシバ

ミノボロ

ミヤコザサ

ムラサキエノコログサ

植物名帰化 栽培 特定外来

オオスズメノテッポウ ○

オオニワホコリ

オオネズミガヤ

オカメザサ ○

オガルカヤ

オギ

オニウシノケグサ ○

オヒシバ

カズノコグサ

カゼクサ

カタバエノコロ

カニツリグサ

カモガヤ ○

カモジグサ

カラスムギ ○

カリマタガヤ

カリヤスモドキ

カリヨセザサ

カンチク ○

キツネガヤ

ギョウギシバ

キンエノコロ

クサヨシ

クマザサ ○

ケイヌビエ

ケチヂミザサ

ケナシチガヤ

コウライシバ ○

コスズメガヤ ○

コチヂミザサ

コツブキンエノコロ

コヌカグサ ○

コバンソウ ○

コブナグサ

コメガヤ

コメヒシバ

ササガヤ

ササクサ

サヤヌカグサ

シナダレスズメガヤ ○

シバ

シバムギ ○

シマスズメノヒエ ○

ジュズダマ

シラゲガヤ ○

ススキ

スズダケ

スズメノカタビラ

植物名
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帰化 栽培 特定外来

メアオスゲ

メリケンガヤツリ ○

モエギスゲ

ヤブスゲ

ヤマイ

ヤマオオイトスゲ

ヤワラスゲ

バショウ ○

ミョウガ ○

オオバノトンボソウ

クロヤツシロラン

シュンラン

ネジバナ

ムヨウラン

植物名

バショウ科

ショウガ科

ラン科
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次林は、スギ・ヒノキ林に比べ多様性、自然更新性、持続性（樹種構成により極相に近

いもの）、治山・治水性に優れており、野生動物などの生息環境にも不可欠であると考え

られる。 

今回の調査では、自然が織り成す植物群の絶妙な構成、配置を見ることができた。今

後、森林のあり方は多様化すると予想されるが、本来の自然植生を維持することは、生

態系保全の面からも重要である。 

限られた調査地域の中でも、適性な環境を見いだし自生する植物に、かつての森の姿

を垣間見ることができた。本調査結果は、将来の望ましい森づくりに向け、貴重な資料

になると考えられる。 

 

（２）守るべき環境 

あきる野市は多彩な自然環境に恵まれ、多くの植物が自生している。その中には、多

くの希少植物も含まれているが、これらの植物を保全するためには、自生地の保護と維

持管理が欠かせない。 

これまで、様々な植物が環境の変化や自然地の消失により姿を消している。希少種、

または、それに準ずる植物が自生している場所を保全するためには、官民一体となった

効果的な保護施策が望まれる。 

①河原の植物の保護 

多摩川に群生していたカワラノギクは、台風などの洪水による流出や土砂の堆積など

が要因となり、減少が続いている。かつての群生地は、現在はススキやハリエンジュに

覆われている状況である。一方、河川管理の一環として、定期的な草刈りが実施されて

いる河原も多いが、そのため、植物の生育が妨げられている状況もある。 

市内の河原は、希少な植物の自生地も少なからずある。これらの植物の保全を踏まえ

た河原の管理が望まれる。 

川に沿った崖線は、ケヤキなどの樹木で覆われ、自然度の高い植生が維持されている

ところが多く、希少な植物の自生地となっている。市街地に近く、緑地としての価値も

高いと考えられるが、急崖地のため、崩落防止の公共工事等の実施も考えられる。市民

の安全が第一であることは当然であるが、保全策を念頭に入れた整備が望まれる。 

②民有地の植物の保護 

市街地に存在する自然地の多くは、土地利用の転換が図られることとなる。かつて市

内の桑畑で見かけたキク科のオグルマは、桑畑の減少によりほとんど見られなくなって

いる。 

市街地周辺の農地や山林、傾斜地などの未利用地は、希少植物の自生地となっている

ことがある。これらの土地に生育する植物は、民有地であることが多いため、今後の土

地利用で消失する可能性がある。市民の理解と、公有地化なども視野に入れた対策が望

まれる。 

 

 


